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教授  香村俊武  
助教授  初田哲男  
講師  宇楳 司、橋本幸男  
技官  笠井 真  
大学院生 13名  
【1】ハドロン多体系の理論的研究   
香村と笠井はグループをつくって、ハドロン多体系の研究を進めた。簡単なモデルに基づき、べ  
－テ・ サルピーター方程式に現れる相対時間の問題を究明した。又、香村は、†．Gillet（フラン  






























































「Nuclear Medium Effects on Boson ExchangeInteraction」   
2．理学修士：鷹尾弘樹  
「粒子一回転子モデルによる奇々核の解析」   
8．理学修士：四本宏二  
「変形平均頓における一粒子運動の古典力学的性質」  
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